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福岡県筑豊炭田田川地域における火成岩の熱影響による炭質変化について

佐　々　木　　実管

On　t1こe　Coal　Affected　by　tぬe　Tkermal　Metamorpbism　tkrough，

　　　tke　Intrusion　of　tke　Igneous　Rock　in　tke　Tagawa

　　　　　　District，Chiku｝隆δCoal　Fiel4，Ky冠曲髄

　　　by

Minoru　Sasaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　In，order　to　make　clear　the　coal　properties　of　each　coal　seam　affected　by　the　thermal

meta血orphism　through　the　intrusion　of　the　igneous　rock，the　writer　obtained　about　sixteen

columnar　samples　from　the　und“rgrgund　faces　of　three　coal　mines注n　the　Tagawa　distriqt，

Chikuh6Coal　Field　in1954．
　　　　According　to　the　results　of　the　coal　petrographical　and　industria1＆nalyses　about　these

samples，、the　following　results　were　obtained．

　　　　1）　The　igneous　rocks（andesitic）are　recognized　as　the　sheet　in　the　coal　seams，and

they　intruded　when　the　coal　had　already　transformed　into　the　caking　coaL

　　　　2）　The　thickness　of　the　metamorphosed　coal　is1、5times　of　the　thickness　of　igneous

rock，

　　　　3）　The　writer　presumes　that　the　temperature　which　the“Senseki”　（anthracite　cause（l

byigne・usacti・nandespebiallypr・ducedinChikuhδc・alfield）was、pr・ducedis380～400。C・

　　　　4）　According　to　the　progr“ss　of』coalificationン　the　caking　pmperty　of　the　coal

decreases，the　degree　of　the　brightness　of　the　coal　increases，so　that　the　discrimination　of　each

coal　petrographical　component　meets　with　a　d毒iculty。

“

要　　旨

　石炭組織の顕微鏡的研究の一環として，”筑豊炭田田

川地域における火成岩の熱影響による石炭組織の変化に

ついて”という項園で，』昭和28年度に，20日間にわた

つて調査し，次のことがらが明らかとなつた。

　σ）火成岩（安山岩質）が，炭層中に岩床として逆入

しており，その時期は，石炭がすでに粘結炭になつてい

た頃と考えられる。またその加熱作用の及ぶ範囲は，．火

成岩の厚きの約L5倍で，煽石の生成温度は，380ん400

0C以上と推定される。1

　（2）火成岩の熱影響によつて，石炭の粘結性は減少す

る。

　（3）炭化が進むにつれて，石炭の輝度は増大し，無煙

炭にいたると，各石炭組織成分は一様にピトリット状に

なつて，各成分の識別は不可能となる。したがつて無煙

炭の組織の分類法を，新たに定める必要がある・

＊燃料部

1．緒　　言

　近年わが国においては，大学・官民試験研究所および

石炭鉱業会社などで，石炭組織を種々の方面に利用しよ

うとして，その顕微鏡的研究が盛んに行なわれるまうに

なり，一部では着々とその成果があげられている。しか

し渥青炭については，比較的多くの研究がなされている

が，無煙炭についてはほとんど研究がなされていなセ・。

　筆者は，石炭組織の顕微鏡的研究の一環として，火成

岩の熱影響によつて，炭化の進んだ無煙炭の組織を明ら

かにすることを目的として，筑豊炭田の田川坤域につい

て，昭和29年3月1日から20日までの20日聞にわた

つて現地調査を行ない，田川・島廻および大峰の各炭鉱

口）坑内で竹谷中3尺層・竹谷下3尺層・田川8尺層・田

川3尺層・田川4尺層および天井ナシ尺について合計16

本の柱状試料を採取した（第1，2図）。

　本調査にあたつて種々協力を賜つた三井鉱山株式会社

の菊地秀夫・国分淳・在川正一・瀬戸郁夫・堤正像・黒

田秀隆，共同石炭鉱業株式会社の筒井茂・浜田茂宏・佐
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シ／走向傾斜
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　　5　　島廻炭砿2坑
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試料番号 炭　層　名 地層名

ノ　～　3 竹谷中3尺層 、

竹谷層4　～　8 竹谷下3尺層
θ　～　〃 田川8尺層

3尺5尺層／2　～　μ 田川3尺層
／5

田川4尺層
／6 天・井ナシ層 大焼層

第1図　筑豊炭田田川地域石炭試料採取位置図

竹益雄・吉川茂明，古河鉱業株式会社の岡野脩蔵，浅野

五郎・中野庄次・石郷岡孝の諸氏および各炭鉱φ関係各

位に謝意を呈する6』

2。位置および交通

　田川炭鉱1坑は福岡県田川市後藤寺町，田川炭砿4坑・

島廻炭砿・大峰炭砿万才坑・大峰炭砿1坑は伺県田川郡

P川崎町に・大峰炭砿峰地坑は同郡添田町にある・これら

の町には日吉線およびバス道路が通じており，石炭は引

込み線で同線後藤寺駅、・川崎駅および西添田駅にそれぞ

れ搬出されていて，交通・運搬の便は良好である。

3。地質および炭層

　筑豊炭田田川地域を構成しているおもな地層は，下位

から中一古生層および花崩岩類，直方階の大焼層・3尺

5尺層・竹谷層・上石層および大辻階の出山層である。

　本地域の古第三紀層は，ほダNS方向の向斜軸を有す

る非対称的な向斜構造をなし，地層はその西翼で緩傾斜

を，東翼で急傾斜をし七いる。西翼はその分布の幅が広

く，西側で基盤岩の中一古生層上に不整合にのり，東翼

は東側で基盤岩に正断層で接している。各地層の層厚お

よび岩質は第4図に示す通りである。

　主要爽炭層は3尺5尺層および竹谷層で，いずれも3

～6枚の炭層を挾有し，走向N4～3串？W，傾斜13～16。

Eを示す。現在稼行の対象となつている炭層は，3尺5

尺層中の田川4尺層（別名田川尺ナシ層）・田川4尺層

（別名田川3尺層）・田川3尺層・田川8尺層，竹谷層

中の竹谷下3尺層・竹谷中3尺層および竹谷上3尺層で一

、ある（第3，4図参照）。
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福岡県筑豊炭田田川地域における火成岩の熱影響による炭質変化について（佐々木実）
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第3図　田川地域地質図（松下久道による）

り多くタい。岩床を形成している火成岩は，主として炭

層中に比較的広範囲にわたつて逆入している（第8図）。

岩床には板状のものと，網目状のものとがある。後者は

その厚さ炉一定しておらず・膨縮が峠なはだしい・

　火成岩の逆入時代は詳かでないが・常圧下における粘

結炭の熔融開始温度は350。C±で，非粘結炭は熔融しな

いこと，’岩漿は地層中炭層のみを選んで道入しているこ

となどから判断して，石炭が大体現在みられるような炭

化度（粘結炭〉を有していた時期に遜入したものと考え

られる。

　また粘結炭は380～400℃でコークス状に変質するの

で，煽石の生成温度はこの程度のものではないかと思わ

れる。

箭

　　　　　（b）

第2図　a，b筑豊炭田甲川地域炭柱図

4．火成岩の逆入

筑豊炭田の第三紀層中に逆入しいてる火成岩は・いわ

ゆる「ドン」と呼ばれている。これは安山岩質の岩石で

ある。

　火成岩はその現出状態1ζよつて，岩床と岩脈とに大別

される。しかし岩脈の分布は岩床のそれに比転してあま

5．　火成岩の熱影響による炭質の変化

　採取した石炭の工業分析の結果，火成岩の厚さおよび

試料の火成岩からの距離は，第1表に示す通りである。

　第5図は火成岩の熱影響による炭質変化の範囲を示

す。図から明らかなように，1，2の例外はあるが，いず

れの炭柱も固定炭素（無水無灰基）が増大するにしたが

つてYIXの値は減少する傾向が誌められ，る。すなわち

1・→∬ら…→Vと火成岩に近づくにづれて揮発分が減少

する。一般にJIS石炭分類のC級炭からB2，きらにB1

へと炭化が進むにしたがつて粘結性は増大するのであ

るが，図においては反対に粘結性は減少して粘結→凝粘

’
結

→非粘結となつている。すなわち固定炭素（無水無灰

基）58％以上（EんV）は，火成岩の熱変成作用を受け
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地質調査所月報（第10巻第2号）

第1表筑豊炭田田川地域における石炭工業分析，ドンの厚きおよび試料のドンからの距離一覧表
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た試料と考えてさしつかえない。また火成岩の加熱作用

の及ぶ範囲（最大限）は，固定炭素（無水無灰基）90％

以上のものにおいては，火成岩の厚さの約α8倍，固定

炭素（無水無灰基）80～90％のものでは約L　O倍，固定

炭素（無水無灰基）58～80％のものでは約L5倍である。

　第6図は火成岩の熱影響による水分の変化図である。

図において固定炭素（無水無灰基）が増大するにつれて

固定炭素（無水寧灰基）、58％までは水分は多少減少し，、

固定炭素（無水無灰基）70～90％間は多少増加し，90

％以上になると急激に増加する傾向がある。

　第7図は火成岩の熱影響による発熱量（無水無灰基）

の変化図である。図において固定炭素（無水無灰基）が

増大するにしだがつて，発熱量（無水無灰基）は徐々に

増加して，固定炭素（無水無灰基）が大体90％以上に

なると発熱量は急激に減少する傾向がある。発熱量が急

激に減少するのは，高温乾溜を受けたために，水素の含

・有量が非常に少なくなつたことに由来するものである。

61　火成岩の熱影響による石炭組織の変化

　各炭化度の石炭について，顕微鏡的観察を行なつた結

果は次の通りである。

　6．1　火成岩の熱影響を受けていない石炭の組織

　（1）ビトリ臥ト：細胞組織の認められないコリニツト

と細胞組織の認められるテリニツトがあり，定量的には

コリニツトはテリニツトよりもはるかに多い。テリニツ

トの細胞孔はレジニツトで満されている場含が多い（図

版a）。

　②　クラリツト：，ビトリニツトを基地として・てれに

クチニツト・少量のスポリニツトなどが入り込んだもの

が多い・（図版b）。

　（3）　ドリツト：デグラデイニツトを基地として，これ

にスポリニツト・スクレロチニツト・レジニツトおよび

粘土質物などの入り込んだものである（図版c）。

　6．2　火成岩の熱影響を受けた石炭の組織

　火成岩の熱影響を受けた石炭の組織は，変化の度合に

よつて固定炭素（無水無灰基）50～80％のものと，80

％以上のものに分けることができる。

　・（1）固定炭素58～80％の石炭の組織

　各石炭組織成分の輝度は前者に比較して高く，炭化が

進むにしたがつてレジニツトの輝度はビトリニツトまた

はデグラデイニツPトの輝度に，ビトリニツトまたはデ

グラデイニツトの輝度は，スクレロチニツトの輝度に近

づき，またスポリニツトの輪郭が不明瞭になづてくる。

しかし各石炭組織成分は識別することができる（図版

d～h）。

　（2）固定炭素80％以上の石炭の組織

　輝度は前者に比較してさらに高く，各石炭組織成分の

区別はほとんど不可能である。墓地ばビトリニツト状で，

粘土質物・黄鉄鉱などを識別しうるだけである。また石

炭が乾溜きれて揮発物が逸散した際に生じたガスの通過

孔が認められる。固定炭素90％以上のものは，　80～90

％のものに比較して，ガスの通過孔は大きく1丸味を帯

びていて，孔の数も多い（図版i，」）。

7．　結　　語

　今回筆者が筑豊炭田田川地域における火成岩の熱影響

による石炭組織の変化について，調査を行なつた結果を

要約すれば次の通りである。

　（1）火成岩（安山岩質）の大部爾は炭層中に岩床≧し

て遜入している。

　（2）火成岩は石炭がすでに粘結炭となうていた時期に

遜入したと考えられる。

　（3）火成岩の加熱作用の及ぶ範囲は，火成岩の厚きの

約L5倍である。

　（41煽石の生成温度は380～400。C以上であると推定

きれる。

　（5）火成岩の熱影響によつて石炭の粘結性は減少す

る。

　（6）固定炭素（無水無灰基） 90％以上になると水分は

増大し，発熱量（無水無灰基）は減少する・

　（7）炭化が進むにしたがつて石炭の輝度は増大し，各

石炭組織成分の識別は困難とな、り，固定炭素（無水無灰

基）80％以上になると基地は一様にビトリニツト状にな

つて各成分の識別はほとんど不可能になる。したがつて

高炭化度の石炭，とくに無煙炭については新たな石炭組
　　　　　　　ウ
織の分類法を定める必要がある。

　　　　　　　　　　　　　（昭和29年3月調査）
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　8）上治寅次郎：筑豊炭田炭層中に逆入せる噴出岩に

　　　　　　　関する研究（1），水曜会誌，VoL10，，

　　　　　　　No．5，1940

　9）　上治寅次郎1筑豊炭田炭層中に道入せる噴出岩に
　　　　　　　関する研究（2），水曜会誌，Vol．10，1

　　　　　　　No．　6，　1940

訂　正

月報9巻6号，群馬県高崎亜炭田炭質調査報告中の図版

19に，上過半部とあるめは下過半部に，下部とあるの

は上部に訂正致、します。．
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筑豊炭田田川地域における石炭組織の顕微鏡写真

．鑛

a
餓．蕪羅覇騰、

b

蹴 覇、繋．灘鞭 難

C

購
d

a。テリニツト
　暗灰色団塊状＝レジニツト（×200油浸）

b．クラリツト
　暗灰色鋸歯状：クチニツト

　黒色粒子：スポリニツト（×200油浸）

C．　ドリツト

　黒色団塊状：レジニツト

　黒色粒子：スポリニツト

　白色団塊状＝スクレロチニツト（×200油浸）

d．テリニツト
　暗灰色団塊1レジこット

　黒色部：火成岩脈（×200油浸）

e．テリニツト
　黒色部＝火成岩脈
　細い黒線：おしつぶきれた細胞組織（×200油浸）

e



f 9

h i

．灘、

」

f。　クラリツト

　　黒色部：フクニツトk

　　黒色団塊：ガス逸散孔

　　黒点：スポリニツト（×200油浸）

g．　クラリツト

　　上部中央の灰色団塊：スクレロチニツト

　　細長い黒色部および黒点：粘土質物（×300油浸）

h．　ドリツト

　　左中央および上部にみられる暗灰色団塊：レジニツト

　　黒色粒子：スポリニツト

　　黒点：粒土質物（×200油浸）

i。無煙炭
　　団塊状黒色部：ガス逸散孔（×200油浸）

j　無煙炭
　　団塊状黒色部：ガス逸散孔

　　白色部：黄鉄鉱（×200油浸）

註）a～c＝火成岩の熱影響を受けていない粘結炭




